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なんぶ議会だより　第 66号 ２なんぶ議会だより　第 66号３

12月定例議会報告

12月議会報告 一般会計補正予算

主な事業

　令和２年12月定例議会は12月４日㈮より16日㈬まで会期13日間で開催されました。
　３件の条例の一部改正、９件の公の施設の指定管理者の指定、一般会計他３件の補正予算
など、18件の議案、４件の陳情、５件の発議案が審議されました。

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○賛否
議員名（議席番号順）

反対 　南部町版持続化給付金は1500万
円予算を組んでいて1000万円減額

するのは多すぎる。鳥取県、米子市、伯耆町な
どの持続化給付金は国の給付金が貰えれば、そ
れの上乗せをする制度だが、南部町だけ制度が
違う。

賛成 　当初計画した事業縮小で減額はやむをえない｡
今回、予算として追加したものはどれも必要な

ものだ。持続化給付金南部町版は国の制度からもれる50％
未満の人をフォローするもの。不用額の1000万円は返納で
なく繰り越して別の事業へ使用可能で活かせる。

討
論

反対 ●施設を一体管理するべきだと云ってい
る｡

●地域振興協議会へ指定管理として出しているので、
一つ一つの施設の光熱水費の管理をそれぞれの振興協
議会が行っている。これは二重手間である。
●鍵の管理と施設の管理は振興協議会が行い、その他
の光熱水費の管理等は町が行えば良い。
●施設管理の職員は町が直接雇い、保証も行えばよい｡
●地域振興協議会の集落支援員は施設管理の仕事が主
となっている。本来の集落支援の仕事をきちんと出来
るようにすることと、町の責任をはっきりさせるため
に、直営にもどすべき。

賛成 ●町に電話で施設が利用できるかの確認
を行い、振興協議会から鍵を借りる、利

用者の利便性を考えれば、二度手間である。
●南さいはく地域振興協議会では半日雇用の人も含め
７人の方がいる。集落支援員は施設管理に関わってい
ないので、施設管理の仕事がなくなれば相当数の方が
辞めることになる。
●町の施設は町民の物であり、町職員だけが管理運営
に携わると言う事ではなく、町民全員が広く関わるべ
き。

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
××

○○○○○○○○○

×

○賛否
議員名（議席番号順）

●青年の家

全会一致
で可決

賛成多数
で可決

●南部町総合福祉センターいこい荘・・・スポネット南部

●南部町民野球場、南部町民運動場・・・スポネット南部

●南部町営西伯カントリーパーク・・・㈱TKSS

●南部町農産物直売所・・・緑水湖ふれあい市運営委員会

●南部町地域農産物加工施設めぐみの里・・・JOCA南部

　今回の補正予算は新型コロナウィルス感染症対策のもの、新型コロナウィルス感染症拡大に伴い執行
できなかった事業が多くありました。

一般会計補正予算の審査結果

公の施設の指定管理について がんばれふるさと寄付金事業
1682万２千円増額

合計5652万７千円
返礼品が当初の予定額を超えるため。

182万６千円増額 合計292万５千円

法勝寺中学校外壁改修事業

法勝寺中学校外壁タイ
ルが一部剝落している
事が分かり、早急な改
善工事が必要となった｡

法勝寺電車ジオラマ制作事業
（新規）224万６千円
今年５月にオープン予定の複合施設に法性寺電車の
ジオラマと資料を展示する。

県外から帰省する新成人にＰＣＲ検査を受けても
らう費用を増額した。

賛成多数で可決

三世代同居支援事業
120万円増額　 合計760万円
想定以上の申請相談及び申請があったため。

南部町版持続化給付金
1000万円減額　合計50０万円

南部町農林業基盤補助金交付事業

西原地区で用水管漏水、宮前
一地区で用水ポンプ故障、金
田地区で用水路の破損、東町
地区でため池からの漏水等が
あり、改修工事が必要となっ
たため。

想定以上に国の持続化給付金（前年同月対比50％減
額）に該当する事業者が多く、本町の持続化給付金の
対象となる事業者が少なく見込まれる事から減額。

436万円増額 合計912万円
（新規）2200万円

改修場所

成人式
・・・南さいはく地域振興協議会

●上長田会館・・・南さいはく地域振興協議会

・・・南さいはく地域振興協議会
●南部町東長田山村広場・東長田山村施設交流
　ふれあいセンター



なんぶ議会だより　第 66号 ４なんぶ議会だより　第 66号５

12月定例議会報告　陳情 12月定例議会報告　特別会計補正予算案・陳情

●国民健康保険特別会計補正予算

全会一致
で可決

●後期高齢者医療特別会計補正予算

●病院事業特別会計補正予算

●鳥取県西部広域組合規約の変更に関する協議について

●鳥取県町村総合事務組合規約の変更に関する協議について

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××

○

××

○

××

○

×

賛否
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ●平成31年３月議会で採択し、意見書を
提出しているので、あまり時間が経過して

いない。
●渉外関係知事会（略称）には提出しているが、全国
知事会としては取り上げていない。

賛成 ●今回、コロナ禍の中でアメリカ軍
人、軍属が国内をフリーパスしてい

る。米軍飛行訓練航路も大きく変更になっている。
これらは国内で全く掴めない。原因は日米地位協定
にある。

賛成少数で
不採択

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○賛否
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ●元々、町で直接管理していた物件であ
る。指定管理に出す必要がない。今回、

指定管理の期間を２年にしたが、富有の里地域振興協
議会が受けたくなかったので、２年にしたと聞く。

賛成 ●新しい物件なので、いきなり振興協議
会で引き受けるのには二の足を踏む事と

会長の任期が２年間なので契約を２年としたと聞く。

賛成多数で可決

特別会計補正予算

全国知事会の提言に基づき、新型コロナウイルス禍
に於ける日米地位協定の抜本的改定に取り組むよう
国及び関係機関への陳情書提出

陳情

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○○

×

○○

×

○○○○○○賛否
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ●隣国である北朝鮮・中国からの「核の脅
威」から日本を守る現在の手段としては、

日米安全保障条約と核拡散禁止条約の「傘の下」で、
被爆日本国の立場から核廃絶に向けたメッセージを発
信することが賢明である。

賛成 ●世界で唯一の被爆国である日本が推
進しないのは核に対する発信力が無い

ことになる。
●日本はアメリカの核の傘下にあると云うが、被爆
した住民の感情を考えると、核兵器の廃絶、核の傘
下を取り外す運動が必要だ。

賛成多数で採択日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める陳情陳情

討
論

反対 ●西部広域の説明を受け、広域化の考え方
は理解出来た。国が進めるゴミの集約化、

施設の大型化はダイオキシンの削減にも繋がる。
●大型施設を一つ作った方が各自治体に施設を一つづ
つ作るより安い。大型施設だと発電能力が上がり、そ
の分ＣＯ２の削減にも繋がる。
●今回の問題は日野３町に配慮して貰った事。基本構
想も費用の事もこれからの事であり、修正意見を述べ
る事などは次の段階。
●伯耆町は広域化に賛成している。南部町単独でごみ
処理施設を維持するのは難しい。

賛成 ●経済効率が良く、環境問題にも安全
と云うが、この部分こそが検討が必要

である。
●広域化によって本当に経済効率が良くなるか疑問
がある。
●平成16年に西部広域にゴミ焼却施設の設置と運営
管理に関する事を決めただけで、一本化する事は一
回も決議していない。
●基本構想一本化で進んでいくことは住民合意のな
いままで進むこと、これが一番大きな問題だ。

賛成少数で不採択西部広域のごみ処理｢基本構想案｣の撤回を求める陳情陳情

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

××××××

○

××

○

×

賛否
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ●指名権は内閣総理大臣であり、総理は総
合的・俯瞰的な立場から任命拒否した。

●学術会議のあり方について今後、議論がなされるこ
とを期待する。

賛成 ●地方自治体の議会が国へ意見書を出
すことは地方自治法で認められている｡

おかしいいと思う事であれば意見書として出すべき｡
●６人の任命拒否の問題点は戦前の日本で言論弾圧
が始まった頃と似ている。大変大きな問題である。

日本学術会議人事への介入をやめ、６名の任命
拒否の撤回を求める陳情陳情

賛成少数で
不採択

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

賛否
議員名（議席番号順）

・・・あいみ富有の里地域振興協議会
●南部町賀野交流拠点施設･えんが－の富有

●南部町国民健康保険条例の一部改正について 全会一致
で可決●南部町督促手数料及び延滞金徴収条例及び南部町後期

　高齢者医療に関する条例の一部改正について

条例一部改正

ふかん



一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

２期目４年間の町政
防災対策（地震）
人権施策
教育
スポーツ振興と行政の役割
南部町国土調査事業
保育園の統合建て替え
複合施設の運営
新型コロナウイルス関係支援策の検証
小規模経営農家に対する支援
国連家族農業とコロナ禍の農業対策
水道料金
板祐生の孔版画の魅力の発信
保育園の整備
住宅リフォーム助成制度の創設を求める
国民健康保険税を2021年度も現状で実施を求める
町の公共料金に消費税の賦課をやめることを求める
農業の後継者問題
中小企業の後継者問題
西伯病院問題
西部広域ごみ処理計画を問う
町のコロナ対策を問う

質　問　事　項
１
２

３

４

５

６

７

８
９

10

11

12

１
1
1
2
1
2
１
2
1
2
1
2
1
１
1
2
3
１
2
3
1
2

30
20

30

30

30

20

30

20
30

30

30

30

議 員 名 発言時間
細田  元教
白川  立真

長束  博信

荊尾  芳之

板井  　隆

三鴨  義文

加藤  　学

﨏田  光雄
米澤  睦雄

亀尾  共三

仲田  司朗

真壁  容子

７ なんぶ議会だより　第 66号 ６なんぶ議会だより　第 66号

●議会改革調査特別委員会の設置について
全会一致
で可決

●複合施設建設調査特別委員会の設置について
●効率西伯病院調査特別委員会の設置について
●可燃ごみ処理広域化影響調査特別委員会の設置について

●核兵器禁止条約の批准を求める意見書 全会一致で採択

お詫び なんぶ議会だよりお詫びと訂正

　なんぶ議会だより第65号新委員会構成におきまして、長束博信さんの委員会表記にに誤りがあり
ました。お詫びして訂正します。

○総務経済
予算決算
広報

（誤） （正）
⑥ 長束博信

ひろのぶながつか

総務経済
○予算決算
広報

⑥ 長束博信
ひろのぶながつか

子
育
て
環
境
に
つ
い
て
、
町

長
の
施
政
方
針
の
中
で
、
老

朽
化
し
た
保
育
園
を
改
修
す
る
と
言

わ
れ
た
。
令
和
三
年
度
に
基
本
構
想

を
子
ど
も
子
育
て
会
議
に
か
け
て
立

て
る
と
言
わ
れ
た
が
是
非
と
も
二
年

を
め
ど
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
く
ら
保
育
園
と
ひ
ま
わ
り

保
育
園
は
築
40
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
、
大
規
模
改
修
の
時

期
が
来
て
い
る
。
つ
く
し
保
育
園
は

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
浸
水

深
が
1.3
ｍ
と
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、

立
地
に
課
題
が
あ
る
。
人
口
減
少
と

少
子
化
の
課
題
も
今
後
の
保
育
園
の

在
り
方
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
意
味

か
ら
も
保
育
園
の
長
寿
命
化
や
、
移

転
、
統
合
の
方
針
決
定
を
急
ぎ
、
そ

の
在
り
方
を
、
子
ど
も
子
育
て
会
議

で
議
論
中
で
あ
る
。
保
育
園
建
設
と

運
営
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
伯
耆

陶
山
町
政
に
つ
い
て

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
保
育
園
の
改
修
、
改
築
計
画
は

Ａ
大
規
模
改
修
の
時
期
が
来
て
い
る

町
長

細
田

町
長

の
国
の
意
向
を
交
え
な
が
ら
検
討
し
、

行
財
政
運
営
審
議
会
に
運
営
方
針
に

つ
い
て
諮
問
し
た
い
。

　
令
和
三
年
度
に
基
本
設
計
、
四
年

度
に
、
用
地
取
得
、
詳
細
設
計
を
行

い
、
五
年
度
に
建
設
工
事
に
着
手
、

令
和
六
年
度
に
は
オ
ー
プ
ン
の
計
画

を
考
え
て
い
る
。

発議案

12月定例議会報告　発議

｢キナル南部」

12月９日南部町議会は、複合施設調査
特別委員会として、複合施設の視察調査
に行きました。色々な意味をこめた「キ
ナル南部」ですが、グランドオープンの
日が待ち遠しいです。

５月１日
グランドオープン予定

複合施設の名称は

つくし保育園さくら保育園
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防
災
対
策

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
地
域
防
災
（
学
校
防
災
）
と
避
難
所
運
営
は

Ａ
地
域
住
民
と
協
働
し
避
難
者
自
治
を
目
指
す
町
長･

教
育
長

地
震
災
害
発
生
時
、
多
く
の

被
災
者
が
利
用
す
る
避
難
所

の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
問
う
。

　
地
域
防
災
、
学
校
防
災
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
問

う
。

地
域
防
災
計
画
で
は
、
震
災

時
に
置
い
て
19
か
所
、
収
容

人
員
３
３
５
０
人
を
指
定
し
て
い

る
。
被
災
状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
随

時
開
設
し
て
い
く
。

　
震
災
対
応
の
場
合
、
運
営
が
長
期

化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、

初
動
３
日
目
か
ら
地
域
振
興
協
議
会

や
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
避
難
所
運
営
の

方
向
付
け
を
行
い
、
避
難
者
に
よ
る

避
難
者
自
治
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
避
難
所
運
営
の
訓
練

計
画
を
立
て
、
地
域
振
興
協
議
会
や

住
民
と
共
に
訓
練
を
行
い
、
問
題
を

洗
い
出
す
な
ど
の
対
応
を
と
り
な
が

ら
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、
町
民
一

人
一
人
の
日
頃
の
備
え
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
災
害
弱
者
の
避
難
に
つ

い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ

る
共
助
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
社

協
と
協
働
で
集
落
で
の
災
害
対
策
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

　
有
事
が
発
生
し
た
際
、
迅
速
、
的

確
に
初
動
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
く
。

学
校
防
災
に
つ
い
て
、
発

災
時
の
引
き
渡
し
訓
練
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
お
り
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
は
高

い
と
思
う
。
　

　
南
部
中
学
校
で
は
、
地
域
の
方
と

協
働
し
て
非
常
食
を
想
定
し
て
の
カ

レ
ー
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

た
。

　
今
後
、
防
災
訓
練
だ
け
で
な
く

様
々
な
場
面
で
防
災
意
識
を
高
め
て

い
く
事
は
重
要
だ
。
運
動
会
な
ど
で

防
災
器
具
な
ど
を
取
り
入
れ
て
み
る

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

白
川

教
育
長

町
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

き
平
成
５
年
か
ら
地
籍
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
、
固
定
資
産
税

の
適
正
化
等
々
住
民
に
と
っ
て
重
要

な
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
常
に

長
期
の
年
月
を
要
し
て
い
る
う
え
進

捗
が
大
変
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因

と
課
題
は
何
か
。
ま
た
円
滑
な
実
施

に
向
け
て
の
解
決
策
を
町
長
に
問
う
。

町
は
、
地
籍
調
査
対
象
面
積

１
１
１･

３
１
㎢
の
う
ち

37･

98
㎢
の
調
査
を
令
和
元
年
度
末

で
完
了
し
、
進
捗
率
は
34･

12
％
で

あ
る
。

　
事
業
の
遅
れ
は
、
第
６
次
10
か
年

計
画
の
中
で
生
じ
た
。
こ
の
間
の
実

績
は
、
17･

04
㎢
を
調
査
し
、
進
捗

率
は
15･

31
％
で
、
計
画
に
対
し

76
％
の
調
査
に
と
ど
ま
り
、
遅
れ
を

生
じ
た
。
特
に
、
平
成
29
年
度
か
ら

南
部
町
国
土
調
査
事
業

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
事
業
の
進
捗
率
を
上
げ
る
に
は

Ａ
専
門
性
の
高
い
職
員
を
育
成
す
る

町
長

荊
尾

町
長

令
和
元
年
度
ま
で
の
３
か
年
の
進
捗

率
は
0.6
％
で
大
き
な
遅
れ
と
な
っ
た
。

　
原
因
は
、
筆
界
調
査
に
か
か
る
準

則
の
一
部
改
正
だ
。
住
所
不
明
者
で

立
会
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
近
隣

所
有
者
等
の
証
言
で
筆
界
を
確
認
し

て
来
た
が
、
住
所
不
明
者
で
立
会
が

得
ら
れ
な
い
時
は
、
筆
界
未
定
と
す

る
よ
う
、
準
則
で
明
確
に
定
め
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
過
去

の
６
調
査
区
で
調
査
の
や
り
直
し
と

成
果
の
ま
と
め
直
し
が
必
要
と
な
っ

た
。

　
現
在
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
ま
で
の
第
７
次
計
画
に
は
い
っ

て
い
る
。
令
和
11
年
度
末
に
は
、

43･

24
㎢
を
完
了
し
、
進
捗
率

38･

84
％
を
目
指
し
て
い
る
。

　
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、

公
図
を
読
む
目
や
不
明
者
調
査
の
た

め
の
戸
籍
簿
の
知
識
な
ど
、
専
門
性

の
高
い
職
員
を
育
成
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
鋭
意
進
捗
管
理
に
努
め
る
。

一般質問

人
権
施
策

長
束
博
信 

議
員

Ｑ
町
長
就
任
２
期
目
の
人
権
政
策
・
課
題
へ
の
姿
勢
は

Ａ
人
権
の
意
識
啓
発
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
続
け
る

町
長･

教
育
長

①
町
長
就
任
２
期
目
に
あ
た

り
、
人
権
政
策
・
課
題
へ
の

取
組
み
へ
の
姿
勢
、
思
い
と
決
意
は

ど
う
か
。

②
共
生
社
会
を
目
指
す
点
で
、
社
会

生
活
す
る
上
で
の
障
が
い
者
へ
の
配

慮
が
十
分
と
考
え
て
い
る
か
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
誹
謗
中

傷
の
書
き
込
み
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
ど

う
か
。

④
み
ん
な
の
人
権
意
識
調
査
結
果
の

課
題
へ
の
取
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

⑤
差
別
事
象
が
発
生
し
た
時
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
出
先
機
関
・
関
係
先
へ

の
配
布
と
研
修
は
ど
う
か
。

⑥
差
別
禁
止
、
人
権
侵
害
を
受
け
た

人
の
救
済
を
盛
り
込
む
条
例
改
正
は
。

①
人
権
は
常
に
町
民
の
暮
ら

し
と
と
も
に
あ
る
。
普
段
か

ら
意
識
啓
発
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
続

け
る
。
差
別
は
人
が
作
り
出
す
も
の
。

人
権
と
は
自
分
を
大
切
に
し
、
他
人

を
も
大
切
に
す
る
こ
と
だ
。

②
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
が
十
分
な
配
慮
が
で
き
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
県
の
あ
い
サ
ポ
ー
ト

条
例
を
通
じ
周
知
、
普
及
、
啓
発
を

行
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
努

力
が
必
要
だ
。

③
南
部
町
独
自
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
し
て
い
な
い
。

ネ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
ド
、
拡
散
性
の
特

性
を
研
修
や
教
育
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

④
人
権
問
題
に
気
づ
く
人
権
感
覚
を

養
い
、
行
動
化
に
つ
な
げ
る
学
習
が

必
要
。
総
合
計
画
に
こ
の
よ
う
な
事

を
盛
り
込
み
改
訂
を
令
和
３
年
度
に

行
う
。

⑤
関
係
機
関
へ
は
周
知
が
不
十
分
。

事
象
が
あ
っ
た
場
合
、
関
係
先
は
ま

ず
通
報
の
徹
底
が
必
要
。
各
課
で
は

行
動
の
取
組
み
を
し
て
い
る
が
、
今

後
関
係
機
関
も
含
め
て
い
く
。

⑥
全
国
の
自
治
体
の
長
を
中
心
に
法

律
の
制
定
の
要
請
行
動
を
行
っ
て
い

る
が
ま
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

行
動
を
継
続
し
て
行
い
つ
つ
、
町
と

し
て
必
要
な
こ
と
は
何
か
検
討
し
て

い
く
。

長
束

町
長子

育
て
環
境
の
充
実

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
保
育
園
の
統
合
に
つ
い
て

Ａ
来
年
度
に
は
園
舎
整
備
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る

町
長

町
長
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に

「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
が

掲
げ
て
あ
り
、
保
育
園
の
統
合
、
建

て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
子
育
て
環

境
を
進
め
る
と
あ
っ
た
。

　
今
年
度
中
に
は
「
第
２
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
が
策
定
さ

れ
る
。
今
後
の
計
画
実
行
に
つ
い
て

問
う
。

保
育
園
の
今
後
の
つ
い
て

は
、「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」

で
検
討
し
て
お
り
、
園
舎
の
長
寿
命

化
や
移
転
、
統
合
な
ど
、
様
々
な
パ

タ
ー
ン
で
検
討
し
て
い
る
。
結
論
と

し
て
、
防
災
上
、
安
全
な
立
地
や
施

設
整
備
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
園
舎
は
長
寿
命
化
を
図
る
の
で
は

な
く
、
建
て
替
え
が
望
ま
し
い
。
建

て
替
え
る
な
ら
、
少
子
化
を
考
慮
し

て
統
合
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
統
合
を

考
え
る
な
ら
、
つ
く
し
・
さ
く
ら
保

育
園
で
は
な
い
か
と
の
方
向
性
が
出

て
い
る
。

　
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
町
民
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
子
育
て

環
境
や
支
援
に
つ
い
て
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が

る
課
題
を
分
類
し
、
実
施
施
策
に
反

映
さ
せ
、
来
年
度
中
に
は
、
住
民
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た

い
。

　
安
心
し
て
利
用
で
き
、
自
然
災
害

に
配
慮
し
た
、
園
舎
に
つ
い
て
、
建

て
替
え
か
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
の

基
本
計
画
を
策
定
し
た
い
。

板
井

町
長

町
長

教
育
長
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一般質問

緑
水
園
の
同
敷
地
内
に
「
祐

生
出
会
い
の
館
」
が
あ
る

が
、
町
民
を
含
め
板
祐
生
先
生
の
魅

力
を
十
分
に
発
信
出
来
て
い
な
い
と

思
う
。

　
文
化
的
な
財
産
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
振
興
や
商
工
振
興
の
方
面
で
活

用
し
た
ほ
う
が
、
南
部
町
を
多
面
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
効
果
が
見
込
ま
れ

る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
板
祐
生
先

生
の
作
品
使
用
の
許
可
を
求
め
る
。

今
年
度
の
来
館
者
数
は
10

月
末
時
点
で
４
２
０
０
人

を
超
え
る
入
館
者
が
あ
り
、
年
間
13

回
の
企
画
展
が
成
功
し
た
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

を
主
に
県
内
に
配
布
し
、
町
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
山
陰
観
光

マ
ッ
プ
へ
の
「
祐
生
出
会
い
の
館
」

の
位
置
情
報
の
掲
載
、
県
の
生
涯
学

習
の
情
報
誌
へ
の
掲
載
、
Ｂ
Ｓ
Ｓ
ラ

ジ
オ
等
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
な
ど
で

情
報
発
信
し
て
い
る
。

　
特
に
日
本
海
新
聞
の
文
化
欄
に
は

副
館
長
の
投
稿
が
毎
回
掲
載
さ
れ
、

中
海
テ
レ
ビ
や
伯
耆
テ
レ
ビ
に
も
再

三
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
企
画
政
策
課
と
連
携
し
、
開
館
25

周
年
を
記
念
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
募
集
を
行
い
、
町
内
外
全
国
か

ら
５
０
０
点
を
超
え
る
応
募
が
あ

り
、
「
祐
生
出
会
い
の
館
」
を
よ
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
も
展

開
し
て
い
る
。

　
孔
版
画
作
品
や
収
集
資
料
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
所
蔵
品
の

展
覧
会
へ
の
貸
出
し
な
ど
申
請
を
受

け
、
利
用
目
的
等
の
審
査
に
よ
り
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
４
万
点
に
も
お
よ
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
板
祐
生
の
ガ
リ
版
孔
版
画
を
宣

伝
、
広
報
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
町
民
の
皆

様
が
誇
り
に

思
え
る
よ
う

な
普
及
啓
発

活
動
が
求
め

ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

板
祐
生
先
生
の
孔
版
画
の
魅
力
の
発
信
﨏
田
光
雄 

議
員

Ｑ
作
品
の
使
用
許
可
を
求
め
る

Ａ
利
用
目
的
等
の
審
査
結
果
で
利
用
可
能

教
育
長

﨏
田

①
国
連
で
決
議
さ
れ
た
家
族

農
業
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
方
は
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
の
暴
落
が
予

想
さ
れ
る
中
、
南
部
町
で
の
対
策
は
。

③
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金

に
対
し
て
南
部
町
の
対
応
は
。

①
家
族
農
業
と
は
、
農
地
の

管
理
か
ら
運
営
ま
で
を
１
戸

の
農
家
で
営
ん
で
い
る
農
家
、
農
業

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ら
国
が
講
じ
る
様
々
な

施
策
を
最
大
限
に
活
用
し
た
い
と
考

え
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
米
の
今
年
度

産
米
価
暴
落
が
予
想
さ
れ
る
、
も
う

な
っ
て
る
と
い
う
表
現
だ
が
、
米
の

概
算
金
単
価
は
、
当
該
年
産
の
販
売

取
引
が
成
立
し
た
上
で
設
定
さ
れ
る

も
の
。
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
令
和
２
年
産
の
Ｊ
Ａ
米
概

算
金
単
価
へ
の
影
響
は
僅
か
な
も
の

で
あ
り
、
米
価
暴
落
に
は
至
ら
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終

わ
り
が
見
え
な
い
中
で
、
事
業
者
等

へ
の
供
給
量
の
落
ち
込
み
に
よ
る
米

の
需
要
調
整
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
関
係
機
関

等
と
連
携
し
な
が
ら
今
後
の
対
応
を

し
た
い
。

③
10
月
中
旬
に
国
は
急
邁
、
制
度
運

用
見
直
し
を
行
い
、
当
初
予
定
し
て

い
た
交
付
金
の
対
象
範
囲
を
大
幅
に

狭
め
、
交
付
額
を
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
減
収
額
を
上
限
と
す
る
要
件
を

新
た
に
付
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本

町
に
お
い
て
は
、
交
付
見
込
み
金
が

減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
既
に
応

募
い
た
だ
い
た
申
請
者
に
対
し
、
11

月
上
旬
に
説
明
会
を
開
催
し
、
中
国

四
国
農
政
局
か
ら
直
接
説
明
を
し
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
藤

町
長 国

連
家
族
農
業
と
コ
ロ
ナ
禍
の
農
業
対
策
加
藤
　学 

議
員

Ｑ
国
連
家
族
農
業
と
は

Ａ
本
町
で
も
国
が
講
じ
る
施
策
を
活
用
し
た
い

町
長

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
本
町
に
お
い
て
も
高
齢

者･

少
子
化
対
策
な
ど
様
々
な
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
子

育
て
支
援
施
策
に
お
い
て
は
、
第
２

期
南
部
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
が
策
定
さ
れ
、そ
の
中
で
「
保

育
園
の
老
朽
化
対
策
や
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、
入

所
児
童
数
の
推
移
に
よ
る
施
設
数
及

び
規
模
の
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
、

保
育
園
の
統
合
に
よ
る
建
替
と
大
規

模
改
修
に
よ
る
長
寿
命
化
を
含
め
た

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
う
。

①
整
備
計
画
の
現
在
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

②
整
備
計
画
に
あ
た
っ
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
針
、
方
向
性
で
向
か
っ

て
い
か
れ
る
の
か
。

③
整
備
計
画
の
策
定
に
向
か
い
、
対

策
会
議
等
を
設
置
し
、
住
民
意
見
を

取
り
入
れ
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

④
保
育
園
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
整

備
の
目
標
年
度
に
つ
い
て
。

①
２
回
の
子
ど
も
子
育
て
会

議
で
現
状
と
課
題
の
整
理
を

行
い
、
保
育
園
の
長
寿
命
化
は
図
ら

な
い
、
防
災
の
観
点
か
ら
つ
く
し
保

育
園
の
移
転
が
必
要
で
は
な
い
か
。

統
合
す
る
な
ら
さ
く
ら
、
つ
く
し
保

育
園
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
議
論
が
進

ん
で
い
る
。

②
第
３
回
会
議
に
お
い
て
望
ま
し
い

立
地
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

③
新
園
舎
建
設
に
か
か
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
住
民
の
意
見
を

頂
戴
し
、
基
本
設
計
の
中
に
取
り
入

れ
る
。

④
令
和
２
年
度
は
、
保
育
園
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
令
和
３
年
度
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
、
令
和
４
年
度

は
用
地
取
得
と
詳
細
設
計
、
令
和
５

年
度
に
建
設
、
令
和
６
年
度
春
に

オ
ー
プ
ン
を
大
枠
で
考
え
て
い
る
。

保
育
園
の
整
備

米
澤
睦
雄 

議
員

Ｑ
整
備
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

Ａ
令
和
６
年
度
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す

町
長

米
澤

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
は
、
都
市
部
を
中
心
に

第
３
波
が
到
来
し
、
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
今
日
ま

で
、
国
、
県
や
市
町
村
も
い
ろ
い
ろ

な
支
援
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
が
、

本
町
で
の
対
策
に
つ
い
て
、
効
果
と

ど
の
よ
う
な
検
証
が
さ
れ
て
い
る
の

か
問
う
。国

は
本
年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
と
し
て
第
１
次
、

２
次
と
補
正
予
算
措
置
を
行
い
、
本

町
に
も
合
わ
せ
て
約
３
億
７
千
万
円

の
予
算
配
分
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
活

用
し
て
町
独
自
の
給
付
金
や
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
を
含
む
支
援
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
の
支
援
施
策
を
行
っ
て
き
て
い

る
。

　
ま
ず
、
１
世
帯
に
５
千
円
を
配
布

し
た
、
が
ん
ば
ろ
う
！
南
部
町
応
援

商
品
券
は
、
１
９
５
５
万
円
の
発
行

に
対
し
、
利
用
さ
れ
た
額
が
１
６
５

５
万
円
で
11
月
末
の
換
金
率
は

84･

７
％
と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て

世
帯
に
１
万
円
の
商
品
券
を
配
布
す

る
子
育
て
応
援
商
品
券
は
総
数
３
０

６
６
冊
に
対
し
て
２
６
０
６
冊
の
交

換
で
交
換
率
は
85
％
と
な
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
飲
食
事
業
者
等
に
10
万
円

を
支
援
す
る
頑
張
ろ
う
飲
食
業
応
援

緊
急
支
援
金
は
予
算
額
２
５
０
万
円

を
交
付
決
定
済
。

　
南
部
町
版
持
続
化
給
付
金
に
つ
い

て
は
予
算
額
１
５
０
０
万
円
に
対
し

て
、
12
名
で
２
０
０
万
円
の
交
付
決

定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
臨
時
交
付
金
と
い
う
こ

と
か
ら
十
分
な
制
度
設
計
が
出
来
な

か
っ
た
事
も
あ
り
、
充
分
効
果
を
発

揮
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
点
も
あ
っ

た
。

　
今
後
は
、
よ
り
迅
速
で
正
確
か
つ

効
果
的
な
施
策
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提

供
を
広
報
等
で
周
知
徹
底
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

三
鴨

町
長 新

型
コ
ロ
ナ
対
策

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
支
援
施
策
に
つ
い
て

Ａ
支
援
施
策
の
情
報
提
供
を
徹
底
し
て
い
く

町
長

教
育
長

町
長
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一般質問

先
日
の
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
（
以
下
西
部
広
域
）
議

会
で
は
、
ご
み
の
広
域
処
理
に
つ
い

て
、
全
構
成
市
町
村
か
ら
参
画
の
確

認
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
多
く
の

住
民
が
知
ら
な
い
ま
ま
、
大
型
焼
却

炉
の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
住
民
不
在
の
計
画
が

暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
は
歴
史
の

教
訓
だ
。
改
め
て
住
民
へ
の
説
明
を

求
め
、
焼
却
ご
み
の
一
本
化
、
ご
み

発
電
の
再
考
を
求
め
た
い
。

　
西
部
広
域
が
構
成
全
市
町
村
の
広

域
処
理
実
施
を
確
認
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
町
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
回

答
し
た
の
か
。
ご
み
行
政
に
対
す
る

町
の
責
任
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
建
設
費
の
焼
却
施
設
と
発
電
施
設

の
内
訳
、
ご
み
発
電
の
売
電
価
格
と

算
出
方
法
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
ご
み
の
広
域
化
（
ご
み
発
電
）
と

町
の
掲
げ
る
２
０
５
０
Ｃ
Ｏ
実
質
排

出
ゼ
ロ
と
の
整
合
性
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。広

域
化
に
参
加
す
る
考
え
に

変
更
が
な
い
こ
と
は
常
々
西

部
広
域
に
は
伝
え
て
い
た
の
で
、
文

書
の
や
り
取
り
は
今
回
も
し
て
い
な

い
。
広
域
処
理
に
な
っ
て
も
、
前
議

会
で
１
に
減
量
化
、
２
に
再
利
用
、

３
に
再
生
利
用
、
４
に
熱
回
収
と
申

し
て
お
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

責
任
を
果
た
す
所
存
だ
。

　
建
設
費
の
焼
却
施
設
・
発
電
施
設

別
の
内
訳
だ
が
、
西
部
広
域
か
ら
は

算
出
し
て
い
な
い
と
の
回
答
だ
。
ご

み
発
電
の
売
電
価
格
は
10
円
／
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

年
間
２
憶
１
０
０
０
万
円
程
度
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
焼
却
熱
を
発
電
利
用
す
る
こ
と
は

Ｃ
Ｏ
削
減
の
計
算
に
組
み
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
広
域
化
の
大
型

施
設
に
熱
回
収
は
本
町
の
Ｃ
Ｏ
排
出

実
質
ゼ
ロ
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

大
型
焼
却
炉
建
設
計
画

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
焼
却
ご
み
の
一
本
化
・
ご
み
発
電
の
再
考
を

Ａ
町
の
Ｃ
Ｏ
実
質
排
出
ゼ
ロ
と
整
合
性
は
と
れ
て
い
る
町
長

真
壁

10月

水
木

月

木

１
８

12

29

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会議長会役員会
南部町戦没者献花式
西部町村議会議長会臨時総会
鳥取県町村議会議長会臨時総会
南部町議会臨時会

12月

4
7
8
9
10
11
14
15
16

金
月
火
水
木
金
月
火
水

日 曜日 会議･行事
定例議会　議会運営委員会・全員協議会、本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問、常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
定例議会　議会運営委員会・全員協議会
定例議会　本会議

11月

5
6
9
12
13
17
18

19

木
金
月
木
金
火
水

木

日 曜日 会議･行事
広報常任委員会①
南部箕蚊屋広域連合議会臨時会
南部町議会臨時会
広報常任委員会②
鳥取県町村議会議員研修会
議会運営委員会
鳥取県後期高齢広域連合定例会
広報常任委員会②
鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会

６月

水
火

24
30

日 曜日 会議･行事
南部中学校まち未来科来庁（議会議員への聞き取り）
鳥取県西部町村議長会臨時会

８月

５
６
７
17
19
21

水
木
金
月
水
金

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会広報研修会
南部町議会臨時会
鳥取県町村議会議長会役員会
議会運営委員会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会
南部箕蚊屋広域連合定例会

９月

３
4
7
8
9
10
11
14
15

木
金
月
火
水
木
金
月
火

日 曜日 会議･行事
定例議会　議会運営委員会・全員協議会、本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問、常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会

16
17
18

水
木
金

常任委員会
定例議会　議会運営委員会・全員協議会
定例議会　本会議

７月

７
14

20

21
31

火
火

月

火
金

日 曜日 会議･行事
広報委員会①
広報委員会②
全員協議会（西部行政管理組合ごみ処理施設勉強会）
広報委員会③
鳥取県町村議会議長会定期総会
鳥取県町村議長女性議員研修会

８月議会活動日誌

町
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
を
求
め
聞
く
。
人
口

増
加
の
目
的
で
、
空
き
家
借
り
上
げ

改
修
に
、
一
軒
に
３
０
０
万
円
の
支

援
を
し
て
い
る
。
住
み
続
け
る
方
へ

の
支
援
は
な
く
、
修
理
が
で
き
な
い

現
状
で
あ
る
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
は
、
地
元

の
技
能
者
、
職
人
（
大
工
・
左
官
）

の
仕
事
が
増
え
、
地
域
で
の
経
済
循

環
が
図
ら
れ
る
。

　
今
住
ん
で
い
る
家
の
改
修
を
考
え

た
場
合
、
経
済
的
に
修
理
で
き
な
い

方
へ
の
支
援
と
、
地
元
の
技
能
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

市
町
村
が
行
っ
て
い
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
の
施

策
目
的
は
、
地
元
中
小
企
業
の
支
援

と
経
済
の
活
性
化
及
び
個
人
の
消
費

拡
大
で
あ
る
。

　
改
修
に
あ
た
っ
て
は
地
元
業
者
へ

の
発
注
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
個
人
の
財
産
形
成
に
つ
な
が
る
税

金
投
入
か
ら
、
一
定
の
政
策
目
的
に

か
な
う
対
象
要
件
に
つ
い
て
支
援
し

て
い
る
。
住
み
続
け
る
方
へ
の
支
援

は
、
新
築
の
場
合
、
定
住
促
進
奨
励

金
制
度
、
改
修
に
つ
い
て
は
、
３
世

代
同
居
等
支
援
事
業
な
ど
制
度
を
設

け
て
い
る
。

　
空
き
家
一
括
借
り
上
げ
事
業
は
、

所
有
者
の
希
望
で
、
移
住
を
希
望
さ

れ
る
方
へ
の
受
け
皿
と
な
り
、
人
口

増
加
で
税
収
に
も
つ
な
が
る
事
業
で

あ
る
。

　
こ
の
取
組
み
で
は
、
町
内
事
業
者

に
改
修
を
お
願
い
し
、
経
済
の
循
環

を
図
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り

経
済
的
に
不
安
定
な
状
況
下
に
お
い

て
、
住
み
続
け
る
安
心
と
将
来
性
に

つ
い
て
、
私
も
心
配
を
し
て
い
る
。

　
鳥
取
県
及
び
本
町
の
現
状
の
制
度

を
利
用
し
、
家
を
維
持
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る

Ａ
鳥
取
県
・
本
町
の
制
度
の
活
用
で
理
解
を

町
長

亀
尾

町
長

年
商
１
億
円
未
満
の
中
小
零

細
企
業
の
約
８
割
の
企
業

が
、
後
継
者
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。

理
由
は
、
事
業
の
将
来
性
が
な
い
、

後
継
ぎ
が
い
な
い
、
事
業
承
継
の
準

備
が
で
き
て
い
な
い
等
の
問
題
が
考

え
ら
れ
る
。

①
南
部
町
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

②
町
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

③
会
社
の
事
業
活
動
を
維
持
し
、
後

継
者
の
方
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

中
小
企
業
の
事
業
承
継
問
題

は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
継
者
を
見
つ
け
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

最
大
の
理
由
は
少
子
高
齢
化
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
が
そ
の
理
由
は

様
々
で
あ
る
。
後
継
者
自
身
が
難
色

を
示
す
も
の
、
後
継
者
に
な
っ
て
ほ

し
い
子
供
が
県
外
進
学
し
た
ま
ま

帰
っ
て
こ
な
い
、
知
識
や
環
境
整
備

が
不
足
し
て
い
る
等
々
の
理
由
が
上

げ
ら
れ
る
。

①
南
部
町
商
工
会
員
１
７
０
名
の
中

で
、
60
歳
以
上
と
な
る
経
営
者
が
91

名
の
内
、
現
在
の
と
こ
ろ
42･

８
％
の

方
が
後
継
者
が
い
な
い
と
回
答
さ
れ

て
い
る
。

②
国
と
同
様
に
後
継
者
問
題
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
事
業
者
の
減
少
は

地
域
経
済
の
衰
退
、
地
域
活
性
化
の

停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
町

と
商
工
会
が
協
働
し
て
後
継
者
問
題

と
と
も
に
創
業
支
援
に
取
り
組
み
、

事
業
者
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た

い
。

③
移
住
定
住
者
や
起
業
希
望
者
と
後

継
者
不
在
の
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町

内
外
の
人
的
交
流
を
促
進
し
事
業
継

承
を
推
進
す
る
こ
と
で
小
規
模
事
業

者
の
維
持
、
確
保
へ
と
つ
な
が
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
承
継
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

を
衰
退
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
し
た

い
。

中
小
企
業
の
後
継
者
問
題

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
事
業
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
事
業
承
継
は

Ａ
町
内
外
の
人
的
交
流
を
促
進
し
事
業
承
継
を
推
進

町
長

仲
田

町
長

₂
₂

₂

₂
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町政に対する要望事項

令和３年度 町政に対する要望事項
１．財政の健全化を引き続き図られたい。

大型事業が続く中、コロナ関連の事業費が増大している。繰越費と合算し、今度も適正な予算配分を
検討されたい。
要 旨

８．ひきこもり対策事業の啓発に努めていただきたい。
今年度までの引きこもり対策事業への取り組みについて報告し、今後の具体的な啓発方法について

計画を示していただきたい。
●実態の現状把握がどこまでできたのか。　●実態把握後の事業の評価と訪問活動の状況について。
●ひきこもり家族への啓発の推進。　●社会復帰に導くために、どのように職員のスキルアップを図るのか。

要 旨

９．人権侵害の解消に向けた取り組みを図られたい。
様々な人権課題へ取り組み中だが、あらゆる差別の解消に向けて対策を図られたい。

また、子どもの貧困と生活困窮者との関連性からこの課題に向けた適切な対策の取り組みを積極的に図られたい｡
●子どもの貧困解消　●女性差別の解消　●障がい者差別の解消

要 旨

10．特定健診・がん検診の受診率を前年度より向上されたい。
受診率の伸び悩みが解消されない現状に対し、前年度よりわずかでも向上するよう努められたい。

検診受診率向上策を示されたい。
●個別に電話作戦など努力されているが、前年度比の上昇に努められたい。

要 旨

11．これからの町立の４保育園はどうあるべきか保育計画を示されたい。
さくら保育園とつくし保育園を統合する。令和５年度に建設すると町長は子ども子育て会議の意見を

踏まえて発表されたが、将来における町立保育園はどうあるべきか、保育計画を示していただきたい。
●町は住民の声をきき、住民本位で、４園の保育園のあるべき姿を計画し示されたい。

要 旨

12．西伯病院を地域医療の中核施設として反映していく体制の考え方を示されたい。
●地域医療を守る政策を示されたい。　●コロナ対策で、感染予防と住民の暮らしを守ること。

●医療従事者のケアを十分に行っていただきたい。
要 旨

13．環境対策として2050年に向けカーボンニュートラルをめざす具体的方策を示されたい。
町は、ＣＯ2削減に向けて動き出している。リサイクル率37％を目指すとしている。

今後の環境政策について具体的に示していただきたい。
●町のごみ対策としての具体的なごみ処理計画を示すこと。

要 旨

２．引き続き交通体系の構築を図られ令和３年度の再編実施に努力されたい。
現状の交通体系は、必ずしも地域のニーズに合致した状況にはないと思われる。誰もが利用しやすい

公共交通構築を講じられたい。
●地域住民の移動手段の確保と交通弱者の生活機能確保のための手段の確保。
　これらを地域特性に応じた利便性をも考慮され、再編実施されることを要望する。

要 旨

３．農林業を守る施策を講じられたい。
南部町の基幹産業である農業は、従事者が高齢化すると共に後継者不足・農家離れも顕著となってき

た。小規模零細農家への支援と技術助成により農家離れを防ぐ方策を図られたい。併せて、後継者育成のため
の施策を講じられたい。
●農業用施設整備及び経営維持の補助制度の拡充と周知について検討されたい。

要 旨

４．防災体制と防災意識の高揚を図られたい。
わが町は、2000年の「鳥取西部地震」を経験し安心安全なまちづくりに取り組んで　いるが、近

年、全国至るところで地震・台風・豪雨災害などにより甚大の被害が発生している。町民には、防災マップが
配布されているが町民の防災意識の高揚と地域の防災力を高めるためには至っていないと思われる。地域の防
災力を向上させるために行政と地域が協働して防災体制と防災意識の高揚を図られたい。

要 旨

５．公共施設の統廃合等を含めた運営計画と長寿命化を図られたい。
公共施設の運営管理の課題として、経年劣化し維持修繕に多くの経費が掛かると共に利用頻度の少な

い施設も見受けられることが挙げられる。これからの人口減少社会の中で、公共施設の在り方を抜本的に見直
す必要性は高いと考えられる。
●道路・河川を含め早急に管理方法の見直しと全施設の点検を実施され施設の長寿命化を図られたい。

要 旨

６．定住化対策を推進し、人口減少に対する施策を図られたい。
人口減少に歯止めをかける方法を講じられたい。要 旨

【特記項目】
毎年度「町政に対する要望書」を提出し、回答書によりその年度の対応方針について確認を得ているが、
実施結果及び対応状況（対応経過）が議員に知らされない状況にある。当該年度の中途で、要望に対する
実施状況の報告を得る機会が持てないか。

７．地域内経済の循環を図られたい。
可能な限り町内事業者の活用を図られたい。要 旨



「
持
つ
べ
き
も
の
は
友
」

「
続
け
る
こ
と
は
力
」

　
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
の
は
１
月
16
日
。
大
学

入
学
史
上
、
初
め
て
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
初

日
。
今
か
ら
42
年
前
の
今
頃
は
史
上
初
め
て
の
大
学

共
通
第
１
次
学
力
試
験
、
通
称
『
共
通
一
次
』
を
受

け
て
い
た
。
こ
の
頃
、
ラ
ジ
オ
で
深
夜
に
聞
い
て
い

た
の
が
ラ
ジ
オ
講
座
。
通
称
『
ラ
講
』
こ
の
ラ
講
の

中
で
良
く
耳
に
し
た
の
が
初
め
に
記
し
た
二
つ
の
言

葉
。
今
の
季
節
に
な
る
と
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
よ

く
思
い
出
す
。
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
頃
は
友
達
の

顔
を
思
い
出
し
、
つ
い
飲
み
に
誘
っ
た
り
し
た
。
そ

し
て
、
今
も
続
け
て
い
る
雑
多
な
事
を
思
い
浮
か

べ
、
果
た
し
て
、
何
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
考
え
た
も
の
だ
。
あ
の
頃
に
比
べ
る
と
、
今

は
随
分
と
変
わ
っ
た
。
な
ん
と
云
っ
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
今
年
も
こ
の
季
節
に

な
る
と
、
「
持
つ
べ
き
も
の
は
友
」
と
、
「
続
け
る

事
は
力
」
で
あ
る
。
進
歩
が
な
い
と
云
わ
れ
れ
ば
、

ま
あ
、
仕
方
が
な
い
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
影
響
は

色
々
な
所
に
現
れ
た
。
遠
く
の
友
と
40
年
振
り
に
会

う
約
束
は
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
も
続

け
て
い
る
事
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
読
書
く
ら

い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
定
例
議
会
が
終
わ
る
度
に
発
行
し
て
い
る
こ
の

『
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ
り
』
は
発
行
を
続
け
る
事
で
南

部
町
議
会
か
ら
色
々
な
事
を
発
信
す
る
力
が
更
に
大

き
く
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　(

加
藤)

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
加
藤
　
　
学

　
副
委
員
長
　
　
　
荊
尾
　
芳
之

　
委
　
員
　
　
　
　
景
山
　
　
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
板
井
　
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
　
立
真
　

　
　
　
　
　
　
　
　
長
束
　
博
信

　
　
　
　
　
　
　
　
米
澤
　
睦
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
﨏
田
　
光
雄

二十歳の誓い二十歳の誓い
　１月10日（日）令和２年度南部町成人式がとっとり花回廊で行われました。
コロナ禍の影響で開催も心配されましたが、実行委員の熱い思いで出席者全員
が事前にＰＣＲ検査を受け、式典の最中は、マスク着用など、コロナ対策に万全
の注意を払い開催されました。

　

お
礼
の
言
葉

　
　
　
　
　
　

  

新
成
人
代
表

　西
田

　彩
音

　

　本
日
は
で
き
る
限
り
の
感
染
予
防
策
を
と
り
、

私
た
ち
に
と
っ
て
の
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を

こ
の
よ
う
に
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
今
、
大
学
に
進
学
し
、
小
学
校
教
師
に

な
る
た
め
に
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　将
来
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
南
部
町
に
帰
っ
て
き

て
、
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

恩
返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
一
人
の
大
人
と
し
て
、

社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
き
ま
す
。
自
分
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
仲
間
の
こ
と
、
職
場
の
こ
と
、

地
域
の
こ
と
、
そ
し
て
や
が
て
は
大
切
な
家
族
の

こ
と
、
様
々
に
関
わ
り
を
広
げ
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
、
ど
こ
に

い
て
も
、
何
を
し
て
い
て
も
こ
の
南
部
町
で
す
。

　本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

写
真
撮
影
の
時
は
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
い
ま
す
。


